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口腔顎顔面外科学講座 病態制御学分野

岩永 賢二郎

九州歯科大学　大学院 博士（歯学）

専 門 分 野 口腔外科

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

口腔外科学

病態制御学セミナーⅠ，病理病態解明

研 究 分 野 遺伝子薬剤導入

研究課題

課題名
・ソノポレーション法による特異的分子標的治療法に適したナノバブルと新規抗癌剤の開発
・ソノポレーション法を用いた骨誘導における新規治療法の開発とそのメカニズムの解明
・ナノバブルと超音波を用いた遺伝子導入法による顎関節炎の次世代治療法の開発
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日本口腔外科学会　歯科基礎医学会　日本口腔科学会　日本顎変形症学会　日本顎関節学会
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